
　

３
月
　

日
、
県
は
マ
ス
ク

18

　

万
７
千
枚
を
医
科
、
１
万

15４
千
枚
を
歯
科
医
療
機
関
に

配
布
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

３
月
　

日
頃
か
ら
配
布
が
開

18

始
さ
れ
て
お
り
、
医
師
会
・

歯
科
医
師
会
を
通
じ
て
、
県

下
医
療
機
関
に
配
付
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　

し
か
し
、
県
内
医
療
機
関

数
で
換
算
す
る
と
、
充
分
な

数
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
未
加
入
者

へ
の
周
知
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
２
月
に
引
き

続
き
、
緊
急
改
善
要
望
書
を

県
に
提
出
し
ま
し
た
（
別
掲
）
。

　

他
県
で
は
、
診
療
所
に
対

す
る
支
援
に
乗
り
出
す
自
治

体
が
増
え
て
お
り
、
協
会
で

は
医
療
機
関
に
お
け
る
現
在

の
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
実

態
を
示
し
な
が
ら
行
政
に
再

度
働
き
か
け
る
こ
と
を
目
的

に
診
療
所
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
（
結
果
は

６
面
参
照
）
。
３
日
間
の
短

期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
５

５
６
人
（
回
収
率
　

・
８
％
）

42

か
ら
協
力
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
マ
ス

ク
　

％
、
手
指
消
毒
液
　

％ 

96

93

 
手
袋
　

％
、
衛
生
材
料
　

68

57

％
が
「
足
り
な
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
患
者
減
も
顕

著
で
、
す
で
に
　

％
の
医
療

72

機
関
で
外
来
患
者
数
に
「
影

響
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
消
費
増
税
を
は
じ
め
、

元
々
負
担
が
増
し
て
い
る
中

で
、
国
民
生
活
に
与
え
る
影

響
は
強
く
、
今
後
は
受
診
抑

制
が
懸
念
さ
れ
、
慢
性
疾
患

の
重
症
化
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
も
影
響
が
生
じ
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

記
者
会
見
で
は
、
報
道
関

係
者
　

社
が
出
席
し
、
注
目

10

を
集
め
ま
し
た
。
本
田
会
長

が
「
開
業
医
は
毎
日
発
熱
の

患
者
を
診
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

ウ
イ
ル
ス
に
暴
露
し
て
い
る
。

院
内
感
染
が
起
こ
れ
ば
地
域

医
療
は
崩
壊
す
る
」「
受
診
抑

制
や
長
期
管
理
に
移
行
す
る

こ
と
で
原
疾
患
の
重
篤
化
も

懸
念
さ
れ
る
。
患
者
の
健
康

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
す
べ

き
だ
」
と
訴
え
、
マ
ス
コ
ミ

か
ら
は
「
用
品
が
不
足
す
る

中

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
の
か
」「
消
毒
液
が
な
く

な
れ
ば
診
療
を
や
め
る
と
い

う
医
師
が
い
る
こ
と
に
驚
い

た
」「
患
者
減
に
よ
る
閉
院
も

あ
る
の
か
」
な
ど
、
質
問
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
に
対
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
添
付
し
、
緊

急
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

記
者
会
見
を
含
め
、
当
日
の

模
様
は
、
同
日
の
夕
方
か
ら
、

翌
日
の
新
聞
及
び
テ
レ
ビ
で

大
き
く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

記者会見で医療機関の窮状を訴える本田会長と黒木副会長（右側）

県へ緊急要望書を手渡す本田会長

マ
ス
コ
ミ
一
斉
報
道
　

注
目
集
め
る  

長崎県への要望項目

一、中小病院及び医科歯科診療所に対し、既

　に日常診療に支障をきたしているマスクを

　迅速に供給するとともに、消毒液、医療用

　グローブ、衛生材料、その他医療用品につ

　いても早急に供給すること。

一、医療機関に提供されるマスクの配布は、

　医師会・歯科医師会未入会員であっても容

　易に入手ができるようにすること。

一、不正確な医療情報が横行していることか

　ら、県民に対し、さらに感染症に関する正

　しい情報提供に努めること。

一、現場の医師が必要と判断した場合には速

　やかにＰＣＲ検査が施行できるように、保

　健所ならびに関係先に働きかけること。
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